
5月1日(木）第849回 
講師：林 眞佐雄 氏 
八潮市倫理法人会 幹事 
テーマ：「成功者と 
      同じ心になるには！」 

 

昭
和
二
十
七
年
長
野
県
生
ま
れ
。
高
校
の
建
築
科 

卒
業
後
、
埼
玉
県
川
口
市
の
ゼ
ネ
コ
ン
に
入
社
。 

二
十
六
歳
で
結
婚
し
、
二
児
を
授
か
る
が
妻
が
心
の 

病
に
侵
さ
れ
、
支
え
て
い
た
自
分
も
う
つ
病
に
な
り 

十
四
年
闘
病
す
る
。
平
成
七
年
に
建
築
コ
ン
サ
ル 

タ
ン
ト
と
し
て
独
立
す
る
が
繰
り
返
す
う
つ
病
の
為 

苦
し
む
。
そ
ん
な
中
「
心
の
学
校
」
と
出
会
い
、
同
じ 

悩
み
を
持
っ
た
方
々
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
入
社
。 

そ
こ
で
「
苦
難
は
役
割
、
天
命
に
繋
が
っ
て
い
る
」
事 

を
知
る
。
ま
た
「
正
し
さ
で
人
を
責
め
ず
に
愛
こ
そ 

全
て
通
じ
る
」
事
を
確
信
し
実
践
。
成
功
し
た
人
は 

皆
心
が
透
明
で
あ
る
。
現
在
「
生
き
た
方
教
室
」
を 

起
ち
上
げ
、
自
分
自
身
が
体
験
、
実
践
し
、
幸
せ
に 

な
っ
た
事
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
仕
事
を
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
川 

哲
也 

記 

5月8日(木）第850回 
講師：野村 圓子 氏 
埼玉県倫理法人会 ＭＳ委員長 
テーマ：「感謝の実践」 

 

長
崎
県
対
馬
で
生
れ
る
。
生
後
間
も
な
く
小
児
麻
痺
で
歩

行
障
害
と
な
り
、
友
達
か
ら
「
チ
ン
バ
、
チ
ン
バ
」
と
い
じ
め
ら

れ
、
親
か
ら
も
指
摘
さ
れ
心
を
閉
ざ
す
。
中
学
卒
業
と
同

時
に
集
団
就
職
で
家
を
出
る
。
「
私
は
足
が
悪
い
か
ら
」
と
卑

屈
に
な
っ
て
人
生
を
送
っ
て
い
た
。
倫
理
に
触
れ
て
薄
皮
が

剥
が
れ
、
清
い
心
に
な
っ
て
い
く
事
に
気
づ
く
。
こ
の
頃
か
ら

両
親
に
感
謝
す
る
よ
う
に
な
り
、
母
に
毎
日
手
紙
を
書
い
た
。

あ
る
日
母
か
ら
返
事
が
来
た
。
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
母
が

汚
い
字
だ
が
生
涯
初
め
て
書
い
て
く
れ
た
手
紙
に
感
動
し
た
。

私
の
宝
物
と
し
て
今
で
も
大
事
に
持
っ
て
い
る
。
倫
理
指
導

で
「
夫
が
寂
し
が
っ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
あ
る
日
、
夫
と

握
手
し
て
み
た
。
夫
の
荒
れ
た
手
に
「
私
を
支
え
る
た
め
に

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
」
と
感
謝
し
、
涙
が
で
た
。
今
で

も
毎
日
握
手
を
欠
か
さ
な
い
。
気
づ
き
に
よ
っ
て
人
は
成
長

す
る
。
倫
理
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る

事
に
感
謝
を
忘
れ
な
い
。  
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5月15日(木）第851回 
講師：佐々木 照子 氏 
浦安市倫理法人会 会長 
テーマ：「倫理を学んで・・・」 

5月22日(木）第851回 
講師：小川 利八 氏 
草加市倫理法人会 会員 
テーマ：「解釈の違い」 

5月29日(木）第852回 
講師：大園 義友 
東京都杉並区東倫理法人会 相談役 
テーマ：「自分経営の心得」 

 

妻
が
膠
原
病
を
患
い
、
床
に
臥
し
、 

三
度
も
危
篤
状
態
に
陥
り
、
夫
婦
生
活 

も
儘
な
ら
ず
離
婚
も
検
討
し
た
時
期 

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
娘
も
定
期
的 

に
人
工
透
析
が
必
要
な
体
で
す
。
当
時 

は
全
て
の
不
幸
が
自
分
一
人
に
襲
っ
て 

き
た
よ
う
な
心
境
で
し
た
。
そ
ん
な
中 

自
分
よ
り
熱
い
思
い
の
人
間
は
い
な
い 

と
大
い
な
る
勘
違
い
か
ら
市
議
会
議
員 

選
に
立
候
補
。
人
の
た
め
に
尽
く
し
、 

働
く
こ
と
で
、
不
幸
か
ら
逃
れ
ら
れ
る 

の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま 

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
当
選
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
こ
の
よ
う
な 

過
去
と
向
き
合
い
、
自
分
や
家
族
も 

含
め
草
加
で
暮
ら
す
皆
様
の
幸
福
を 

創
り
出
し
現
在
と
未
来
の
バ
ラ
ン
ス
を 

大
切
に
考
え
決
断
す
る
こ
と
に
全
力 

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住
田 
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一 
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高
校
に
入
学
す
る
時
、
鹿
児
島
県
甑
島
か 

ら
上
京
。
都
会
生
活
に
慣
れ
ず
、
長
い
間
劣 

等
感
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
建
設 

機
械
の
リ
ー
ス
会
社
を
起
ち
上
げ
社
員
30 

名
程
の
会
社
と
な
っ
た
。
梅
雨
時
や
雨
の
日 

は
、
社
員
も
機
械
も
仕
事
が
な
く
な
る
。
い 

つ
も
空
を
見
上
げ
愚
痴
や
恨
み
言
ば
か
り
。 

人
の
心
は
環
境
に
よ
っ
て
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
。 

あ
る
長
雨
の
時
「
大
園
さ
ん
、
雨
が
降
っ
て 

良
い
ね
」
と
声
掛
け
ら
れ
た
。
「
冗
談
じ
ゃ
な 

い
、
商
売
上
が
っ
た
り
だ
」
し
か
し
「
機
械
も 

時
に
は
休
ま
せ
な
さ
い
。
雨
の
お
陰
で
、
空 

気
も
花
も
綺
麗
に
な
る
よ
」
と
諭
さ
れ
今
ま 

で
社
員
や
機
械
を
奴
隷
の
よ
う
に
酷
使
し
て 

い
た
と
気
づ
い
た
。
人
生
は
や
り
直
し
の
連
続 

で
あ
る
。
会
社
経
営
も
常
に
や
り
直
し
、
常
に 

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
も
の
。
身
の
回
り
現
象
は 

自
分
の
心
の
表
れ
。
心
を
洗
う
つ
も
り
で
、 

物
事
を
全
て
良
い
と
捉
え
る
事
が
大
事
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。  
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浦
安
市
生
ま
れ
。
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち 

祖
母
の
教
え
で
「
鯛
の
し
っ
ぽ
よ
り
鰯
の
頭
に 

な
れ
」
が
指
針
と
な
る
。
日
清
製
粉
に
就
職 

夫
と
出
会
い
結
婚
、
三
人
の
子
に
恵
ま
れ
る
。 

昭
和
五
十
九
年
、
夫
が
交
通
事
故
に
遭
い
仕 

事
を
始
め
る
事
に
な
る
。
安
田
生
命
の
研
修 

生
と
な
り
、
二
年
間
で
資
格
を
取
得
。
四
十 

四
歳
で
不
動
産
業
へ
転
向
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動 

時
代
の
方
々
か
ら
の
不
動
産
紹
介
で
ト
ッ
プ 

セ
ー
ル
ス
と
な
り
、
宅
建
も
朝
勉
強
の
効
果
で 

一
回
で
合
格
。
祖
母
の
言
葉
の
よ
う
に
「
鰯
の 

頭
」
と
な
る
事
を
決
心
、
四
十
七
歳
で
独
立
。 

バ
ブ
ル
で
独
立
後
も
順
調
に
き
た
が
、
リ
ー
マ 

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
不
調
。
そ
ん
な
時
柳
内
光
子
初 

代
会
長
の
オ
ー
ラ
を
受
け
倫
理
に
入
会
。
夫 

が
事
故
後
、
多
額
の
借
金
、
離
婚
も
考
え
た 

が
夫
婦
対
鏡
で
結
婚
生
活
を
送
り
、
晩
年
は 

良
い
関
係
に
な
っ
た
。
夫
は
昨
年
十
月
亡
く
な 

っ
た
。
会
長
職
を
受
け
た
後
の
夫
の
癌
発
覚
。 

辞
職
も
考
え
た
が
続
投
。
昨
年
Ｍ
Ｓ
は
金
沢
を 

抑
え
て
日
本
一
に
な
っ
た
。 

太
田 

功 

記 
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